
「
挟
間
史
談」

第
九
号
は 、

執
筆
か
ら

編
集

ま
で
を
執
筆
者
自
身
が
担

当
す
る
と
い
う
新
し
い
方
法
で
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。

こ
れ
は 、

発
行
に
掛
か
る
費
用
を
縮
減
す
る
の
が
目
的
で
し
た
が
成
果

は
疑
問
で
す 。

執
筆
者
か
ら
預
か
っ
た
デ
ー
タ
を
印
刷
所
に
持
ち
込
み 、

印
刷・
製
本・

発
行

と
な
り
ま
し
た 。

し
か
し 、

校
正
で
は
印
刷
所
の
三
又
社
長
に
は
多

大
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た 。

と
言
う
こ
と
で 、

私
が
汗
を
か

く
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
編
集
後
記
は
あ
り
ま
せ
ん 。。

関
係
者
の

皆
さ
ん 、

ご
苦
労
様
で
し
た 。

後

記

編
集
担
当
者

印 発 発編 挟
刷行 行 間
所 日 人集

史

文令挟 挟 ラ＂火火

明 和 間 閻
社 七 史 史 第

年 談 談 九
六 会 会元号月

上冗

会 品
長
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